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京
都
精
華
大
学
の

マ
ン
ガ
教
育
と
研
究

マ
ン
ガ
学
科
開
設
が

大
き
な
転
機
に

　
本
学
の
マ
ン
ガ
教
育
は
短
大
当
時
の
１
９
７

３
年
、
美
術
学
部
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
の
マ
ン
ガ

ク
ラ
ス
開
設
に
始
ま
り
ま
す
。
少
年
マ
ン
ガ
週

刊
誌
が
増
え
、
ジ
ャ
ン
ル
や
表
現
の
幅
が
広
が

り
始
め
た
時
代
で
す
が
、
ま
だ
新
興
の
若
者
文

化
で
あ
り
、
大
学
で
学
問
と
し
て
扱
う
こ
と
に

は
学
内
で
も
賛
否
が
あ
り
ま
し
た
。
し
ば
ら
く

の
間
、
絵
画
や
イ
ラ
ス
ト
に
近
い
一
枚
絵
の
風

刺
マ
ン
ガ
、
い
わ
ゆ
る
カ
ー
ト
ゥ
ー
ン
の
技
法

に
し
ぼ
っ
て
教
え
る
時
代
が
続
き
ま
す
。

　
大
学
レ
ベ
ル
の
「
マ
ン
ガ
学
」
確
立
へ
大
き

く
動
い
た
の
は
２
０
０
０
年
、
芸
術
学
部
マ
ン

ガ
学
科
の
開
設
が
き
っ
か
け
で
す
。
カ
ー
ト
ゥ

ー
ン
と
ス
ト
ー
リ
ー
の
二
分
野
に
わ
た
る
科
目

編
成
、
教
員
の
選
定
な
ど
で
中
心
的
役
割
を
担

っ
た
の
が
、
マ
ン
ガ
家
で
本
学
教
員
だ
っ
た
牧

野
圭
一
氏
。
新
聞
で
風
刺
マ
ン
ガ
を
連
載
し
つ

つ
、
Ｃ
Ｍ
制
作
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を

手
掛
け
、
自
治
体
と
連
携
し
て
『
ま
ん
が
甲
子

園
』
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
マ
ル
チ
に
活
躍
し
た

ク
リ
エ
イ
タ
ー
で
す
。

　
少
女
マ
ン
ガ
に
革
命
を
起
こ
し
た
と
い
わ
れ

る
竹
宮
惠
子
氏
も
、
学
科
開
設
と
同
時
に
教
員

と
な
り
ま
し
た
。
竹
宮
氏
の
当
時
の
作
品
『
エ

ル
メ
ス
の
道
』
は
、
本
学
の
マ
ン
ガ
教
育
の
め

ざ
す
方
向
性
と
合
致
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

マ
ン
ガ
と
社
会
を
つ
な
げ
、
表
現
・
発
想
・
思

考
を
社
会
の
な
か
に
生
か
す
こ
と
で
す
。

　
吉
村
和
真（
マ
ン
ガ
学
部
教
授
、
現
専
務
理

事
）は
当
時
の
様
子
を
こ
う
語
り
ま
す
。

　
「
2
0
0
1
年
に
は
本
学
の
『
表
現
研
究
機

構
』
の
一
部
門
と
し
て
マ
ン
ガ
文
化
研
究
所
が

開
設
さ
れ
ま
す
。
そ
の
頃
、
私
は
手
塚
治
虫
研

究
が
専
門
の
若
手
で
し
た
が
、
日
本
マ
ン
ガ
学

会
の
設
立
に
奔
走
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

マ
ン
ガ
研
究
を
学
問
と
し
て
確
立
す
る
に
は
、

研
究
発
表
や
相
互
批
判
の
場
で
あ
る
学
会
が
不

可
欠
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
評
論
家
や
業
界
関
係

者
か
ら
は
、
マ
ン
ガ
は
反
権
威
で
あ
る
べ
き
と

の
反
発
も
あ
り
ま
し
た
が
、
マ
ン
ガ
の
影
響
力

は
も
は
や
社
会
全
体
に
お
よ
び
、
研
究
体
制
の

構
築
は
時
代
の
要
請
で
し
た
。
学
会
は
約
１
０

０
名
で
設
立
さ
れ
、
本
学
学
長
だ
っ
た
中
尾
ハ

ジ
メ
氏
が
初
代
会
長
に
就
任
。
日
本
の
マ
ン
ガ

研
究
は
こ
こ
か
ら
本
格
的
に
始
ま
り
、
現
在
で

は
会
員
約
４
０
０
名
と
な
っ
て
い
ま
す
」。

　
そ
し
て
2
0
0
6
年
、
い
よ
い
よ
独
立
し
た

学
部
と
し
て
マ
ン
ガ
学
部
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

従
来
の
カ
ー
ト
ゥ
ー
ン
と
ス
ト
ー
リ
ー
に
加
え
、

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
、
原
作
や
編
集
を
教
え
る

マ
ン
ガ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
４
コ
ー
ス
で
ス
タ
ー

ト
。
初
代
学
部
長
は
牧
野
氏
、
２
代
目
に
竹
宮

氏
、
３
代
目
が
吉
村
と
、
本
学
の
マ
ン
ガ
教
育

を
一
か
ら
つ
く
っ
て
き
た
多
数
の
教
員
た
ち
に

受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

　
同
年
に
は
国
際
マ
ン
ガ
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設

け
、
さ
ら
に
本
学
と
京
都
市
の
連
携
に
よ
り
、

マ
ン
ガ
研
究
の
拠
点
と
な
る
施
設
「
京
都
国
際

マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
開
館
し
ま
し
た
。

約
30
万
点
の
資
料
を
収
蔵
・
展
示
し
、
そ
の
活

動
と
発
信
は
現
在
も
世
界
の
マ
ン
ガ
研
究
を
リ

ー
ド
し
続
け
て
い
ま
す
。

マ
ン
ガ
で

世
界
の
平
和
に
貢
献
す
る

　
本
学
の
マ
ン
ガ
教
育
の
使
命
の
一
つ
は
制
作

者
の
養
成
で
あ
り
、
現
に
大
多
数
の
学
生
が
プ

ロ
の
描
き
手
を
志
し
て
入
学
し
ま
す
。
雑
誌
や

コ
ン
テ
ス
ト
で
高
い
評
価
を
受
け
る
学
生
や
Ｏ

Ｂ
は
年
々
増
え
、
継
続
的
に
活
躍
す
る
プ
ロ
作

家
も
数
多
く
輩
出
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
単

に
制
作
ス
キ
ル
を
教
え
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
表
現
の
技
法
や
作
品
の
構
造
、
歴
史
や
文

化
的
背
景
を
学
び
、
マ
ン
ガ
を
社
会
や
仕
事
の

な
か
に
活
か
す
方
法
を
探
求
す
る
こ
と
。
作
画

技
術
と
マ
ン
ガ
研
究
を
あ
わ
せ
持
つ
の
が
本
学

の
教
育
の
特
徴
で
あ
り
、
本
質
と
言
え
ま
す
。

　
マ
ン
ガ
は
異
文
化
・
言
語
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
や
情
報
伝
達
の
ツ
ー
ル
に
も
な
り
ま

す
。
絵
を
描
き
、
コ
マ
を
割
り
、
吹
き
出
し
を

使
え
ば
外
国
人
と
も
意
思
疎
通
が
可
能
に
な
る
。

こ
の
機
能
を
竹
宮
氏
は
「
マ
ン
ガ
言
語
」
と
呼

び
ま
し
た
。
学
長
時
代
に
は
、
大
学
で
マ
ン
ガ

を
学
ぶ
意
義
を
こ
う
語
っ
て
い
ま
す
。

　
〈
一
つ
の
作
品
を
つ
く
り
上
げ
る
過
程
で
、

自
分
の
内
面
や
問
題
意
識
を
探
り
、
そ
れ
を
人

に
伝
え
る
方
法
を
模
索
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
表
現
方
法
が
身
に
つ
く
。
そ
れ
を
今
後
の

人
生
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
〉

（
２
０
１
４
年
、
木
野
通
信
61
号
）

　
マ
ン
ガ
の
社
会
的
展
開
に
つ
い
て
は
、
研
究

の
分
野
に
大
き
な
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
マ
ン

ガ
は
い
ま
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
後
押
し
も
あ
り
、

国
境
を
越
え
て
、
ど
ん
ど
ん
グ
ロ
ー
バ
ル
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。
本
学
で
も
マ
ン
ガ
学
部
の
約

４
割
が
留
学
生
。
国
家
間
の
政
治
的
緊
張
に
も

か
か
わ
ら
ず
文
化
的
交
流
は
さ
か
ん
で
す
。
現

代
に
お
い
て
最
も
世
界
平
和
に
貢
献
で
き
る
の

が
マ
ン
ガ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
京
都
精
華
大
学
で
は
表
現
を
通
じ
て
世
界
と

人
間
を
考
え
、
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
根
本

理
念
と
し
て
い
ま
す
。
未
来
を
つ
ね
に
見
据
え

な
が
ら
も
原
点
を
忘
れ
ず
、
最
新
の
形
で
体
現

し
て
い
く
。
次
世
代
の
表
現
者
を
育
成
し
続
け
、

マ
ン
ガ
と
い
う
文
化
の
力
で
世
界
を
変
え
て
い

く
。
そ
れ
こ
そ
が
本
学
の
マ
ン
ガ
教
育
・
研
究

の
め
ざ
す
と
こ
ろ
で
す
。

京
都
精
華
大
学
が
マ
ン
ガ
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
て
か
ら
半
世
紀
が
過
ぎ
ま
し
た
。
戦
後
日
本
で
独
自
の
発
展
を

遂
げ
た
大
衆
文
化
に
い
ち
早
く
注
目
し
、
い
ま
で
は
世
界
に
知
ら
れ
る
マ
ン
ガ
教
育
・
研
究
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
歩
み
は
つ
ね
に
議
論
と
試
行
錯
誤
、
そ
し
て
挑
戦
の
連
続
で
し
た
。
マ
ン
ガ
の
何
を
ど
の
よ
う
に
教
え
る
か
。
学
術

研
究
の
手
法
と
環
境
を
ど
う
確
立
す
る
か
。
マ
ン
ガ
が
社
会
に
果
た
す
役
割
と
は
何
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
ど
こ
へ
向
か
う

の
か
│
│
。
本
学
の
マ
ン
ガ
教
育
・
研
究
の
50
年
を
超
え
る
歴
史
を
振
り
返
り
、
そ
の
使
命
と
今
後
を
考
え
ま
す
。

１９７３年 京都精華短期大学の
 美術科デザインコースに
 「マンガクラス」開設

１９７９年 四年制移行で、
 美術学部デザイン学科
 「マンガ専門分野」に

２０００年 芸術学部マンガ学科開設。
 ストーリーマンガ専門分野30人、
 カートゥーン専門分野20人

２００１年 京都精華大学表現研究機構を設立。
 傘下組織としてマンガ文化研究所開設

２００４年  マンガミュージアム設置構想を
  京都市と共同で発表。
  記念フォーラム開催

２００６年  マンガ学部開設。
  マンガ学科がカートゥーンと
  ストーリーマンガの２コース、
  マンガプロデュース学科と
  アニメーション学科が各１コース。
  国際マンガ研究センター設立、
  京都国際マンガミュージアム開館

２０１０年  マンガ研究科修士課程を開設

２０１２年  大学院マンガ研究科に
  博士後期課程を開設。
　　  マンガミュージアムに
  「第41回日本漫画家協会賞」特別賞

２０１３年　マンガ学部マンガ学科を再編し、
 ギャグマンガコース、
 キャラクターデザインコースを開設

2016年　マンガミュージアムに
 「手塚治虫文化賞」特別賞

２０１７年　マンガ学科に新世代マンガコースを新設

2022年 マンガクラス開設より50周年を迎える

マンガ教育・研究の
半世紀の歩み

京都国際マンガミュージアムで開催された展覧会
「縮小社会のエビデンスとメッセージ：人口・経済／医療・福祉／教育・文化／
地域・国際、そしてマンガ」にて

特
集

学内の講演会では手塚治虫氏にも登壇いただいた

写真撮影：大河原光
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ン
ガ
学
部
に
は
カ
ー
ト
ゥ
ー
ン
、
ス

ト
ー
リ
ー
マ
ン
ガ
、
新
世
代
マ
ン
ガ
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
と
5
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
近
年

最
も
志
望
者
が
多
い
の
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ

ザ
イ
ン
で
す
ね
。
マ
ン
ガ
の
あ
り
方
や
表
現

方
法
が
時
代
と
と
も
に
変
わ
り
、
し
っ
か
り

構
築
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
や
設
定
で
読
ま
せ

る
よ
り
も
、
い
か
に
魅
力
的
な
キ
ャ
ラ
を
描

け
る
か
と
い
う
新
し
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。
二
次
創
作
や
コ
ス
プ
レ

に
使
っ
た
り
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
や
３
D
に
展
開

で
き
る
キ
ャ
ラ
の
方
が
人
気
が
あ
り
、
そ
の

描
き
手
は
ネ
ッ
ト
で
「
絵
師
」
と
呼
ば
れ
る
。

彼
ら
の
将
来
の
進
路
と
し
て
は
ゲ
ー
ム
会
社

や
デ
ザ
イ
ン
会
社
、
挿
絵
を
手
掛
け
る
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
職
業

と
し
て
画
力
を
生
か
せ
る
場
は
ま
だ
少
な
い

の
が
現
状
。
学
生
の
志
向
の
変
化
に
合
わ
せ

て
実
際
の
仕
事
に
ど
う
つ
な
げ
て
い
く
か
が

学
部
全
体
の
課
題
で
す
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
社
会
と
の
連
携
は
重
要

で
す
。
自
治
体
や
企
業
の
依
頼
で
実
用
マ
ン

ガ
や
似
顔
絵
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描
く
、
実

践
的
な
仕
事
の
機
会
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
文
化
が
豊
か
な
日
本
で
は

「
描
く
仕
事
」
へ
の
ニ
ー
ズ
は
多
い
。
そ
こ

に
応
え
ら
れ
れ
ば
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る
よ
う
に

も
思
い
ま
す
。
何
人
か
の
チ
ー
ム
を
つ
く
っ

て
ス
タ
ジ
オ
を
構
え
、
仕
事
を
受
注
し
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
も
自
分
た
ち
で
や
る
。
自
ら
仕

事
を
つ
く
り
出
し
て
い
く
わ
け
で
す
。
そ
う

い
う
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
な
制
作
活
動
は
、

マ
ン
ガ
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
市
場
が
ま
だ
未
成

熟
な
国
の
方
が
盛
ん
で
す
。
マ
ン
ガ
の
産
業

構
造
が
固
ま
っ
た
日
本
の
常
識
を
離
れ
、
今

後
は
外
国
に
学
ぶ
必
要
も
あ
る
の
で
は
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
最
近
も
う
一
つ
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
の

が
「
マ
ン
ガ
・
シ
ン
キ
ン
グ
」
で
す
。
ア
ー

ト
・
シ
ン
キ
ン
グ
や
デ
ザ
イ
ン
・
シ
ン
キ
ン

グ
の
重
要
性
は
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
マ
ン

ガ
に
は
絵
と
文
字
と
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
よ
う
な

動
き
の
あ
る
記
号
を
組
み
合
わ
せ
る
独
自
の

思
考
や
発
想
法
が
あ
る
。
ネ
ー
ム
に
な
る
以

前
の
イ
メ
ー
ジ
の
源
泉
、
い
わ
ば
着
想
の
瞬

間
を
走
り
書（
描
）き
し
た
よ
う
な
も
の
。

こ
の
手
法
を
発
想
法
と
し
て
体
系
化
し
、
新

た
な
表
現
や
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
生
か
せ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

所
蔵
資
料
は
30
万
点
、

マ
ン
ガ
の
壁
に
は
５
万
冊

　
戦
後
の
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
マ
ン
ガ
の

単
行
本
や
雑
誌
、
研
究
書
は
も
ち
ろ
ん
、

江
戸
時
代
の
戯
画
浮
世
絵
、
明
治
・
大
正

・
昭
和
戦
前
期
の
風
刺
マ
ン
ガ
雑
誌
、
海

外
の
刊
行
物
ま
で
所
蔵
資
料
は
計
30
万
点

に
上
る
。
こ
の
う
ち
1
9
7
0
年
以
降
に

発
行
さ
れ
た
マ
ン
ガ
単
行
本
を
中
心
と
す

る
約
５
万
冊
が
総
延
長
2
0
0
ｍ
の
開
架

書
棚
に
並
べ
て
配
架
さ
れ
、「
マ
ン
ガ
の

壁
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
約
25
万
点
の
資
料
は
保
存
の
た
め
閉
架

式（
書
庫
に
収
蔵
し
一
般
に
は
非
公
開
）に

な
っ
て
い
る
が
、
研
究
閲
覧
登
録
を
す
れ

ば
閲
覧
可
能
。
所
蔵
資
料
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
検
索
で
き
る
。
マ
ン
ガ
史
研
究
の
貴

重
な
資
料
で
あ
る
原
画（
マ
ン
ガ
原
稿
）も

所
蔵
し
、
保
存
と
公
開
を
両
立
す
る
た
め
、

原
画
を
忠
実
に
再
現
し
た
複
製「
原
画
’

（
ダ
ッ
シ
ュ
）」
の
制
作
も
進
め
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
や

研
究
の
成
果
が
書
籍
に

　
国
際
マ
ン
ガ
研
究
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
企
画
展
や
研
究
会
、
講
演
や

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
過
去
の
企
画
で
は
、

本
学
の
マ
ン
ガ
学
部
長
や
学
長
を
務
め
た

竹
宮
惠
子
氏
監
修
に
よ
る
「
原
画
’
」
の

展
示
シ
リ
ー
ズ
、
開
館
10
周
年
記
念
の
養

老
孟
司
館
長（
当
時
）と
宮
崎
駿
氏
の
対
談

と
「
ふ
た
り
展
」
な
ど
が
話
題
を
集
め
た
。

　
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
イ
ベ
ン
ト
が
書

籍
化
さ
れ
た
例
も
。
本
学
の
マ
ン
ガ
教
育

の
歩
み
と
課
題
を
ま
と
め
た
『
マ
ン
ガ
で

読
み
解
く
マ
ン
ガ
教
育
』（
京
都
精
華
大

学
S
E
I
K
A
マ
ン
ガ
教
育
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
編
、
阿
吽
社
、
2
0
1
4
年
）、

創
作
者
と
研
究
者
が
マ
ン
ガ
表
現
論
を
語

り
合
っ
た『
マ
ン
ガ
ノ
ミ
カ
タ
』（
こ
う
の

史
代
×
竹
宮
惠
子
×
吉
村
和
真
、
樹
村
房
、

2
0
2
1
年
）な
ど
。

来
館
者
4
0
0
万
人
突
破
、

3
割
が
外
国
人

　
来
館
者
数
は
、
開
館
4
年
目
の
2
0
1

0
年
8
月
に
1
0
0
万
人
を
記
録
。
以
後
、

14
年
に
2
0
0
万
人
、
17
年
に
3
0
0
万

人
、
23
年
５
月
に
は
4
0
0
万
人
を
達
成

し
た
。
東
日
本
大
震
災
や
新
型
コ
ロ
ナ
禍

で
一
時
的
に
来
館
者
が
減
る
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
概
ね
年
間
30
万
人
弱
で
推
移
し
て

い
る
。
近
年
の
デ
ー
タ
で
は
、
こ
の
う
ち

３
割
近
く
が
外
国
人
。
国
別
で
は
フ
ラ
ン

ス
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中

国
な
ど
が
多
い
。
海
外
に
お
け
る
日
本
の

マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
人
気
が
こ
こ
に
も
表
れ

て
い
る
。

［ 京都国際マンガミュージアム・レポート ］
マ
ン
ガ
教
育
の
こ
れ
か
ら
の
可
能
性

●
姜 

竣
／
マ
ン
ガ
学
部
長

際
マ
ン
ガ
研
究
セ
ン
タ
ー
が
注
力
す

る
活
動
の
一
つ
が
国
際
連
携
で
す
。

例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
2
0
2
6
年
頃
に

日
本
の
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

が
開
館
予
定
で
、
本
学
が
こ
れ
ま
で
蓄
積
し

て
き
た
展
示
や
研
究
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
台
湾
の
国

立
歴
史
博
物
館
と
は
学
術
研
究
交
流
の
協
定

を
結
ん
で
い
ま
す
し
、
こ
の
５
月
末
に
は
世

界
中
か
ら
日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
研

究
者
延
べ
4
0
0
人
が
集
ま
る
学
術
会
議

「
メ
カ
デ
ミ
ア
」
が
本
学
と
京
都
国
際
マ
ン

ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
開
か
れ
、
こ
れ
を
取
り

ま
と
め
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
に
は
「
マ
ン
ガ

の
歴
史
を
知
り
た
い
」
「
こ
ん
な
資
料
は
な

い
か
」
と
い
っ
た
問
い
合
わ
せ
が
毎
日
、
世

界
中
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
国
際
的
な
マ
ン
ガ
研
究
の
ハ
ブ
に
な
る
こ

と
が
セ
ン
タ
ー
の
役
割
で
あ
り
、
め
ざ
す
と

こ
ろ
で
す
。

　
日
本
の
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
は
、
豊
富
な
コ

ン
テ
ン
ツ
と
ジ
ャ
ン
ル
の
多
様
さ
、
タ
ー
ゲ

ッ
ト
層
の
幅
広
さ
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
造
形

や
独
自
性
、
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
展
開
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
の
専
門
の
コ
ン
テ
ン
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
で
言
え

ば
、
日
本
の
作
品
が
海
外
市
場
で
伸
び
る
余

地
は
ま
だ
ま
だ
あ
リ
ま
す
。
海
賊
版
が
出
回

っ
て
い
た
国
で
正
規
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
へ
の
展
開
な
ど
が
今

後
の
明
る
い
材
料
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
日

本
で
は
マ
ン
ガ
雑
誌
が
不
振
に
陥
り
、
主
流

が
オ
ン
ラ
イ
ン
へ
移
っ
て
き
た
こ
と
で
、
今

後
は
作
品
の
幅
が
狭
ま
る
懸
念
も
あ
リ
ま
す
。

人
気
作
家
や
ヒ
ッ
ト
作
品
と
、
新
人
や
チ
ャ

レ
ン
ジ
ン
グ
な
作
品
が
一
緒
に
収
録
さ
れ
る

雑
誌
と
い
う
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
停
滞
し
て
い
る

か
ら
で
す
。

　
本
学
の
マ
ン
ガ
研
究
の
特
徴
は
、
描
く
技

能
だ
け
で
な
く
、
表
現
と
社
会
と
の
関
係
、

作
品
を
社
会
に
い
か
に
位
置
づ
け
、
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
い
か
に
展
開
す
る
か
と
い
っ
た
理

論
面
に
も
対
応
で
き
る
こ
と
で
す
。
大
学
院

修
士
過
程
で
は
理
論
分
野
を
専
攻
す
る
学
生

も
、
実
技
指
導
を
受
け
専
門
を
究
め
ま
す
。

早
く
か
ら
マ
ン
ガ
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た

大
学
だ
か
ら
こ
そ
人
材
や
資
料
や
ノ
ウ
ハ
ウ

の
蓄
積
が
あ
り
、
世
界
中
か
ら
連
携
や
協
力

の
要
請
が
来
る
。
そ
ん
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
こ

そ
が
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。

大
学
院
マ
ン
ガ
研
究
科
教
員
。
専
門
は
文
化
経
済
学

・
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。
三
菱
商
事
で
メ
デ
ィ
ア

の
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
に
従
事
し
た
後
、
研
究
者
と
な
る
。

日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
や
伝
統
文
化
を
世
界
中

の
人
が
楽
し
み
、
発
展
さ
せ
る
仕
組
み
を
経
営
面
か

ら
研
究
。

小
泉 

真
理
子
　

世
界
の
マ
ン
ガ
研
究
の
ハ
ブ
に
な
る

●
小
泉
真
理
子
／
国
際
マ
ン
ガ
研
究
セ
ン
タ
ー
長

［ Interview ］

マンガ文化の総合的な調査研究と資料収集、国内外への発信拠点として2006年11月にオープンした
「京都国際マンガミュージアム」。研究者や熱心なファンだけでなく京都観光の新名所としても定着し、

マンガと社会、さらには世界が出会う接点となっています。

国内外の関連資料が閲覧できる研究閲覧室

貴重な資料を保存する地下収蔵庫

5万冊のマンガ本が並ぶ「マンガの壁」京都国際マンガミュージアム
（元京都市立龍池小学校北校舎）

マンガの歴史などが学べるメインギャラリー 世界のマンガに触れられる「マンガ万博」

大
学
院
マ
ン
ガ
研
究
科
教
員
。
専
門
は
民
俗
学
・
文

化
人
類
学
・
表
象
文
化
論
。
日
本
の
紙
芝
居
と
マ
ン

ガ
史
を
調
査
研
究
し
つ
つ
、
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の

消
費
、
物
語
に
お
け
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
造
形
や
文
化

的
背
景
な
ど
を
論
じ
る
。

姜 

竣
か
ん  

じ
ゅ
ん

マ

国
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卒業生イ ンタ ビュー
独自の道を歩む京都　　精華大学の卒業生に、

　　現在の活動や今後の夢、　　セイカの思い出を伺いました。 

　
自
動
車
の
ボ
デ
ィ
や
内
装
の
色
、
素
材
、
表

面
処
理
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
の
が
平
井
さ
ん
の
仕

事（
C
M
F
※
デ
ザ
イ
ン
）。
10
年
ほ
ど
前
か
ら

チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
を
担
当
し
、
そ
れ
ま
で
の

車
に
な
か
っ
た
柔
ら
か
な
色
を
取
り
入
れ
た
り
、

雑
貨
屋
で
目
に
し
た
素
材
や
色
の
イ
メ
ー
ジ
を

車
で
表
現
し
た
り
と
、
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー

ク
で
車
づ
く
り
に
新
風
を
吹
き
込
ん
で
き
ま
し

た
。「
以
前
か
ら
、
車
の
C
M
F
デ
ザ
イ
ン
は

生
活
と
少
し
乖
離
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

好
き
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
イ
ン
テ
リ
ア
を
選
ぶ

の
に
近
い
感
覚
を
車
に
も
持
つ
こ
と
で
、
移
動

手
段
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す

る
パ
ー
ト
ナ
ー
に
変
え
て
い
き
た
い
。
と
思
っ

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
」。

　
最
近
、
手
が
け
た
軽
ト
ラ
ッ
ク
開
発
で
は

「
と
こ
と
ん
仕
事
を
快
適
に
」
を
テ
ー
マ
に
、

デ
ザ
イ
ン
性
の
あ
る
ボ
デ
ィ
カ
ラ
ー
、
汚
れ
が

目
立
ち
に
く
く
落
と
し
や
す
い
シ
ー
ト
フ
ァ
ブ

リ
ッ
ク
な
ど
、
機
能
も
追
求
。
工
務
店
を
訪
問

し
、
車
の
使
い
方
や
要
望
も
丹
念
に
リ
サ
ー
チ

す
る
こ
と
で
、
隠
れ
た
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
い
ま
す
。

　
新
し
い
車
に
は
必
ず
、
他
に
な
い
新
し
い
要

　
地
元
・
奈
良
を
主
な
活
躍
の
場
と
し
て
、
芸

術
で
地
域
社
会
の
活
性
化
や
新
た
な
つ
な
が
り

の
創
出
を
め
ざ
す
飯
村
さ
ん
。
一
般
社
団
法
人

は
な
ま
る
の
代
表
理
事
と
し
て
、「
奈
良
・
町

家
の
芸
術
祭
は
な
ら
ぁ
と
」
や
「
春
日
山
原
始

林
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
っ
た
、
現
代

ア
ー
ト
を
各
地
に
展
開
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
企
画
・
運
営
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。

　「
大
学
時
代
は
、
先
生
方
の
授
業
や
雑
談
の

中
で
、
ア
ー
ト
と
は
何
か
、
表
現
と
は
何
か
、

生
き
る
と
は
何
か
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
教
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
の
仕
事
に
い
ろ

い
ろ
な
形
で
生
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
先
生
が
認
め
て
く

れ
た
こ
と
で
自
信
が
生
ま
れ
、
卒
業
制
作
で
は

展
覧
会
の
会
場
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ

中
継
を
す
る
と
い
う
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
く
、

ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
そ

れ
が
、
ア
ー
ト
で
人
と
人
と
を
つ
な
げ
る
仕
事

へ
の
興
味
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
飯
村
さ
ん
に
と
っ
て
の
仕
事
の
魅
力
は
、
新

し
い
ア
ー
ト
が
誕
生
す
る
場
に
立
ち
会
え
る
こ

と
。「
作
家
の
思
い
を
丁
寧
に
聞
き
取
り
、
よ

り
良
い
形
で
実
現
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
と
き
に
は
私
た
ち
が
仲
立
ち
を
し
て

新
し
い
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
こ
と

も
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
『
つ
く
る
力
』
を
分
け

て
も
ら
っ
て
、
一
緒
に
制
作
し
て
い
る
感
覚
が

や
り
が
い
で
す
」。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
視
点
を

通
じ
て
自
分
も
知
ら
な
か
っ
た
奈
良
の
魅
力
を

発
見
で
き
る
こ
と
も
多
い
と
い
い
ま
す
。

　
数
年
前
か
ら
自
宅
の
一
部
を
開
放
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で
、
子
ど
も
も
楽
し
め

る
現
代
ア
ー
ト
の
展
覧
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

子
ど
も
食
堂
を
不
定
期
に
開
い
て
い
ま
す
。
出

産
・
子
育
て
を
経
て
生
ま
れ
た
、
子
ど
も
が
気

軽
に
ア
ー
ト
に
触
れ
、
地
域
の
多
様
な
人
々
が

交
流
で
き
る
場
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
形
に
し
ま

し
た
。「
人
と
人
を
つ
な
げ
、
対
話
を
促
す

ア
ー
ト
の
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
場
に
な
れ

ば
」
と
精
力
的
に
活
動
中
。
ア
ー
ト
の
可
能
性

に
挑
戦
す
る
飯
村
さ
ん
の
日
々
は
、
こ
れ
か
ら

も
続
き
ま
す
。

セイカの思い出

卒業制作は、展覧会の様子を動
画共有サービスで生配信。作品
解説や先生との対談などの番組
を必死でつくり上げました。

セイカの思い出

4年間ろうけつ染めに没頭した
こと。身につけた色の合わせ方、
調色など今の仕事に必要なス
キルも身につきました。

使い勝手や心地の良さなど、随所に
こだわりが散りばめられている

くすみ系カラーが好評の「TAFT」の
カラーシミュレーション

自宅を開放したコミュニティスペース
「マルルーム」は、親子で賑わう

つながりと対話を生み出す
アートの力を地域に

 飯村 有加さん
Yuka I imura    

アートコーディネーター
一般社団法人はなまる 代表理事
デザイン学部 ビジュアルデザイン学科
デジタルクリエイションコース

2011年卒業

人生の記憶の1ページに残る
デザインが目標

 平井 伸明さん
Nobuaki Hirai     

CMFデザイナー
ダイハツ工業株式会社 勤務
大学院芸術研究科 デザイン専攻 

染織分野 修士課程 
2002年修了

素
を
加
え
る
の
が
平
井
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

そ
の
原
点
に
は
在
学
中
に
、
自
分
が
表
現
し
た

い
こ
と
を
見
つ
け
、
そ
れ
が
ど
う
伝
わ
る
の
か

を
し
っ
か
り
考
え
る
よ
う
に
指
導
さ
れ
た
経
験

が
あ
る
と
い
い
ま
す
。「
自
由
な
選
択
肢
が
あ

り
、
選
択
し
た
ら
『
思
い
切
り
や
れ
』
と
あ
と

押
し
し
て
く
れ
る
環
境
で
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

や
り
た
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
自
分

の
個
性
や
制
作
に
お
け
る
独
自
性
っ
て
何
だ
ろ

う
、
と
つ
ね
に
自
問
自
答
す
る
取
り
組
む
姿
勢

が
身
に
つ
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」。

　
目
標
に
し
て
い
る
の
は
、「
人
生
の
記
憶
の

1
ペ
ー
ジ
に
残
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
」。
買
う

と
き
の
気
持
ち
に
合
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

何
十
年
か
後
に
も
「
あ
の
頃
、
あ
の
車
で
こ
ん

な
こ
と
を
し
て
い
た
よ
ね
」
と
思
い
出
話
に
登

場
す
る
よ
う
な
車
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。「
そ

の
た
め
に
は
、
予
想
を
超
え
る
う
れ
し
さ
や
満

足
感
を
提
供
し
な
い
と
」
と
意
欲
的
な
平
井
さ

ん
。
次
は
ど
ん
な
車
が
生
ま
れ
る
の
か
、
今
か

ら
楽
し
み
で
す
。

「はならぁと」は、奈良県内の各地で開催されている

※
C
O
LO
R M
ATERIAL FIN

ISH

の
略

K I N O  P R E S S  /  0 50 6  /  K I N O  P R E S S



2023年度役職者・入職教職員、2022年度退職教職員一覧 木
野
か
ら

ヤ
ッ
ホ
ー

あ
の
先
生
元
気
か
な…

？

そ
う
思
っ
て
い
る
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
へ
、

セ
イ
カ
の
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

早いもので、大学に来てから10年目を迎
えました。大学と家のこととで日々奮闘す
るなか、趣味の編み物がきっかけで学内
の仲間と「あみあみ会」を密かに発足させ、
気まぐれに活動しています。どうやら私は
何かをひたすら編むことが好きなようで、
編み物然り、製本では花ぎれを編み、所
属している研究会ではスカリ※を編み、と
さまざまなものを編んでいます。この編み
方を伝承したいと思い、今年4月には京都
の画廊でスカリの上映会とワークショップ
を開催しました。
※山仕事に持参するお弁当を入れる道具のこと。
滋賀県朽木村でつくられ使われていました。

私のお気に入り
最近手放せない私の相棒・
メガネ。視力は良いのに老
眼が急にきました。娘には
のび太みたいと言われます

キャラクターデザインコースも設立10年
目を迎え、1学年100人、4学年で350人
（4年生だけはまだ50人）近くになり、本
館の５階、３階、２階に実習室が広がって
います。今年度は二人に一人が留学生に
なったりして、きっと卒業生が知っている
キャラクターデザインコースとはだいぶ様子
が変わっていると思います。それでも西野
研究室にはデジ絵描きをめざす学生たち
が集まっています。左先生や吉田誠治先
生にイラストを見ていただいたり、新入生
が入ってくるたびに上級生が「今年の１年
やべぇ、今のうちに若い芽摘んでおかない
と！」と言っているところも同じです（笑）

私のお気に入り
スペインでも日本
でも、かわいいも
のはかわいい！

新年度が始まり、コロナ以前の体制に戻
りました。マスクをとるとセイカの森の木々
の香りが心地良いです。久しぶりに約
200名がぎっしり入った大教室で講義が
再開しました。心なしか学生たちの表情も
明るくなってきたように感じます。（最近、
天ヶ池に飛び込んだ学生も現れたとか）。
一方、3月末には長年、人文学科を支え
てくださっていた、堤先生と小椋先生が
定年を迎えられ寂しい気分です。
次は、自分の番ですが、研究室に溜まりに
溜まった本やら荷物をどう片付ければい
いのか、今から途方に暮れています。

私のお気に入り
幕末から明治初期の瀬
戸の石皿。丈夫で触り心
地が良くのびのびとして
屈託のない絵付けの妙

“編むこと”好きが講じて
上映会とWSを開催。

活気が戻る一方で、
寂しい気分に。次は自分の番！

コース設立10年！ 
変わるもの、変わらないもの。

西野 公平
マンガ学部

キャラクターデザインコース

山名 伸生
国際文化学部
人文学科

淡田 明美
デザイン学部

ライフクリエイションコース

2

3

1

1. 京都市美術工芸高等学校での「東洋美術史」模擬講義の様子（山名）
2. 設立10年を迎えたキャラクターデザインコースの学生作品（西野）
3.最近の編み仕事は、左からサマーセーター、本の花ぎれ、二重スカリ（淡田）

2022年度をもって退職された教職員のみなさまには、これまでのご活動に深く感謝するとともに、今後のご活躍を
お祈りいたします。また、2023年度も多数の教職員が入職されました。新しい方々を迎え、さらなる研究・教育の発展
に力を注いでまいります。

2023年度 役職者 2023年度 新任教職員 2022年度 退職教職員
学長
　澤田 昌人

副学長
　吉岡 恵美子
　蘆田 裕史  ＊5月27日まで
　三河 かおり  ＊5月28日から

教務部長
　斎藤 光

学生部長
　三河 かおり  ＊5月31日まで
　田村 有香  ＊6月1日から

入学部長
　葉山 勉

国際文化学部長
　山田 創平

メディア表現学部長
　吉川 昌孝

芸術学部長
　北野 裕之

デザイン学部長
　森原 規行

マンガ学部長
　姜 竣

ポピュラーカルチャー学部長
　吉川 昌孝（兼任）

人文学部長
　山田 創平（兼任）

芸術研究科長
　小松 敏宏

デザイン研究科長
　谷本 尚子

マンガ研究科長
　小田 隆

人文学研究科長
　髙橋 伸一

理事長
　石田 涼

専務理事
　吉村 和真

常務理事
　細谷 周平

【教員】
国際文化学部
グローバルスタディーズ学科
　小川 仁
　白井 裕子

メディア表現学部
　松村 慎 ※
　ｕｃｎｖ ※
　横山 みわ
　吉川 義盛
　米山 菜津子

芸術学部
　井川 彩子
　石原 葉  ＊2022年10月1日から
　笹岡 由梨子
　亀田 ひなた（助手）
　松元 悠（助手）

デザイン学部
●イラストコース
　あおき ひろえ
　小野 明（客員）
　筒井 大介
　谷澤 マリサ（助手）

ビジュアルデザイン学科
　増永 明子
　中野 咲希（助手）
　六根 由里香（助手）

プロダクトデザイン学科
　増田 亮太（助手）
　＊2022年9月1日から

建築学科
　上野 有貴子（助手）
　宮地 果琳（助手）

大学院デザイン研究科
　藤本 壮介（客員）

マンガ学部
●カートゥーンコース
　相澤 亮 ※
　丸岡 慎一

●ストーリーマンガコース
　石井 健太
　大谷 じろう
　リアン リンシュエン（助手）

●新世代マンガコース
　村田 知穂
　松岡 弥也（助手）

●キャラクターデザインコース
　杉浦 た美
　和田 真一
　河野 萌（助手）
　岸本 祥太（助手）

●アニメーションコース
　石井 規仁
　伊藤 豊
　神野 翼
　田村 優佳（助手）
　矢木 奈津美（助手）

ポピュラーカルチャー学部　
　提坂 智之（助手）

共通教育機構
　上野目 浩一
　川本 静香
　木川田 朱美
　坪田 珠里
　森 七恵

【職員】
学長室グループ　
　齋藤 雅宏

経営企画グループ　　
　添郷 将史

教学グループ　　
　冨田 美咲

広報グループ
　龔 群

入学グループ
　山本 昂輝

学生グループ
　阿部 杉子
　内村 駿介
　瓦井 良典
　國村 麻有
　佐藤 幸
　常喜 通子
　田中 秀明　
　寺尾 藍子　
　秦 早希

総務グループ
　恩田 妙子
　柿崎 昌太
　齋藤 希

※特任から専任

【教員】
国際文化学部
　阿毛 香絵
　緒方 しらべ
　小椋 純一
　國分 圭介
　堤 邦彦
　中尾 沙季子
　羽田 正（客員）

芸術学部
　伊奈 新祐
　内田 晴之
　佐藤 光儀
　渡邉 英之

デザイン学部
　峠田 充謙
　西村 正幸
　ペーター・ルーゲ（客員）
　井戸田 郁也（助手）
　大前 春菜（助手）
　片岡 愛貴（助手）
　藤本 麻野子（助手）

マンガ学部
　板橋 しゅうほう
　荻原 征弥
　榊原 太朗
　坂本 拓馬
　玉田 京子
　田村 研一
　島田 飛奈（助手）
　森田 小由実（助手）
　由里 香な子（助手）

ポピュラーカルチャー学部
　岸田 繁
　中伏木 寛
　高野 寛（客員）
　西谷 眞理子（客員）
　岸本 正高（助手）

共通教育機構
　山本 有恵

【職員】
経営企画グループ　
　稗島 武

学生グループ
　末岡 祥子
　田中 英世留
　宮島 直子　
　吉澤 明日香　

総務グループ　
　草野 仁之
　小坂 俊夫　

【名誉教授】
　伊奈 新祐
　小椋 純一
　佐藤 光儀
　玉田 京子
　堤 邦彦
　渡邉 英之　　  （五十音順）

2023年7月1日時点
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高
校
生
の
自
由
な
創
作
活
動
の
応
援

と
新
し
い
才
能
の
発
見
を
目
的
と
し
た

創
作
作
品
コ
ン
ペ
ン
シ
ョ
ン
「SEIKA

AW
ARD 2023

」
を
22
年
度
も
開
催

し
ま
し
た
。
4
年
目
と
な
る
今
回
は
、

9
6
0
点
の
応
募
が
あ
り
、
高
校
生
の

「
世
界
」
を
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
方
法
で

創
作
し
た
、
新
鮮
で
熱
量
の
あ
る
作
品

か
ら
入
選
作
品
1
5
0
点
を
選
出
。
3

月
13
日
に
は
、
入
選
作
品
か
ら
グ
ラ
ン

プ
リ
や
学
長
賞
な
ど
の
入
賞
作
品
43
点

を
発
表
し
ま
し
た
。

　
3
月
19
日
の
授
賞
式
に
は
、
受
賞
者

の
15
名
が
来
学
、
12
名
が
オ
ン
ラ
イ
ン

に
て
出
席
。
受
賞
者
は
受
賞
の
喜
び
を

コ
メ
ン
ト
し
、
学
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
授
賞
式
の
様
子
はYouTube

で
ラ
イ
ブ
配
信
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
学
ギ
ャ
ラ
リ
ーTerra-S

で
は
、
3
月
16
日
〜
22
日
の
期
間
に

「SEIKA AW
ARD 2023 

入
選
作
品

展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
美
術
に
限
定

す
る
こ
と
な
く
開
か
れ
た
表
現
の
発
表

機
会
と
し
て
、
美
術
・
工
芸
、
デ
ザ
イ

ン
、
マ
ン
ガ
、
メ
デ
ィ
ア
、
文
章
な
ど

の
多
様
な
表
現
部
門
か
ら
集
結
し
た
入

選
作
品
を
一
同
に
展
示
。
全
国
各
地
か

ら
出
展
さ
れ
た
高
校
生
の
力
作
を
ひ
と

目
見
よ
う
と
、
多
数
の
来
場
者
が
訪
れ
、

盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
同
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
は
さ
ら
な
る

発
展
を
め
ざ
し
、
第
5
回
目
も
始
動
。

今
年
も
昨
年
同
様
「
世
界
」
を
テ
ー
マ

に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
2
0
2
3
年

12
月
よ
り
公
募
予
定
で
す
。
高
校
生
か

ら
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

高校生の創作活動を応援する「SEIKA AWARD 2023」を開催

　
本
学
で
は
1
年
生
の
必
修
科
目
「
自

由
論
」
に
て
、
人
間
環
境
デ
ザ
イ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
教
員
・
全
学
研
究
機
構
長

の
ウ
ス
ビ
・
サ
コ
が
「
自
由
と
は
何
か
」

を
テ
ー
マ
に
講
義
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

学
生
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
生
き
方
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

多
様
な
ゲ
ス
ト
を
招
き
、
自
由
に
つ
い

て
深
く
考
察
で
き
る
時
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。
霊
長
類
学
者
の
山
極
壽
一
氏
を

ゲ
ス
ト
に
迎
え
た
回
で
は
、「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
進
化
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
言
語
を
持
た

な
い
サ
ル
や
ゴ
リ
ラ
を
研
究
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
言
葉
を
持
つ
こ
と
で
人
間

が
ど
う
発
展
し
て
き
た
か
を
探
っ
て
き

た
山
極
氏
。「
本
来
人
間
は
、
一
人
で

何
で
も
で
き
る
狩
猟
採
集
型
の
生
物
で

す
。
し
か
し
都
会
と
い
う
シ
ス
テ
ム
は
、

一
人
で
は
何
も
で
き
な
い
人
間
を
た
く

さ
ん
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。
シ
ス
テ
ム

か
ら
外
れ
る
怖
さ
が
差
別
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
も
う
一
度
考
え

直
さ
な
い
と
い
け
な
い
。
資
本
主
義
は

農
耕
牧
畜
以
降
に
で
き
た
シ
ス
テ
ム
で
、

21
世
紀
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
起
き
る
な

ど
、
限
界
値
を
超
え
て
い
る
の
だ
と
思

う
ん
で
す
。
今
、
資
本
主
義
に
代
わ
る

転
換
期
に
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と

語
ら
れ
ま
し
た
。

　
サ
コ
は
「
こ
れ
か
ら
の
世
界
が
変
わ

っ
て
い
く
と
き
に
、
自
分
た
ち
を
否
定

し
て
新
し
い
も
の
を
つ
く
る
の
か
、
自

分
た
ち
を
否
定
し
な
い
ま
ま
正
し
て
い

く
の
か
、
ど
ち
ら
の
方
向
で
い
く
の
か

注
目
し
て
い
ま
す
」
と
応
答
し
ま
し
た
。

霊長類学者をゲストに迎え、人間の真価を問う

「あつまれ！ マンガワークショップ博」　
2023年3月18日（土）～5月28日（日）

アセンブリーアワー講演会
「遊びながら考える」　森田真生（独立研究者）
2022年11月24日（木）　

「みる誕生」　鴻池朋子（アーティスト）
2022年12月1日（木）

「私と小説の世界」　村田沙耶香（作家）
2022年12月15日（木）

「鳥語革命 THE BIRD LANGUAGE REVOLUTION」
鈴木俊貴（動物行動学者／京都大学白眉センター 特定助教）
2022年12月22日（木）

　
公
開
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「
ア
セ
ン
ブ

リ
ー
ア
ワ
ー
講
演
会
」
に
は
今
期
も
さ

ま
ざ
ま
な
講
師
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　
独
立
研
究
者
の
森
田
真
生
氏
は
、

「
遊
び
な
が
ら
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

既
存
の
制
度
や
地
球
環
境
が
激
し
く
変

化
し
て
い
く
現
代
に
お
い
て
、
プ
レ
イ

フ
ル
な
姿
勢
に
切
り
替
え
て
生
き
る
こ

と
の
可
能
性
を
示
し
ま
し
た
。

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
鴻
池
朋
子
氏
は
、

「
み
る
誕
生
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
鴻

池
氏
の
発
案
に
よ
り
講
師
を
囲
む
形
で

観
客
席
を
並
べ
、
参
加
者
に
も
対
話
を

求
め
ま
し
た
。
ま
た
氏
は
、
自
分
の
作

品
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
揮
し
た
と
感
じ

る
の
は
、
そ
こ
に
介
在
す
る
人
と
の
関

係
性
に
よ
っ
て
、
作
品
が
機
能
し
始
め

る
よ
う
な
時
だ
と
語
り
ま
し
た
。

　
作
家
の
村
田
沙
耶
香
氏
は
、
聞
き
手

を
本
学
マ
ン
ガ
学
部
教
員
の
三
河
か
お

り
が
務
め
、「
私
と
小
説
の
世
界
」
と

の
テ
ー
マ
で
講
演
し
ま
し
た
。
自
身
が

小
説
を
書
き
始
め
た
小
学
生
時
代
の
経

験
や
発
想
の
手
が
か
り
、「
死
」
に
対

す
る
感
覚
な
ど
を
真
摯
に
語
り
ま
し
た
。

　
動
物
行
動
学
者
の
鈴
木
俊
貴
氏
は

「
鳥
語
革
命
」
を
テ
ー
マ
に
、「
言
語
を

も
つ
の
は
人
間
だ
け
だ
」
と
い
う
常
識

を
疑
い
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
や
そ
の
仲
間

の
小
鳥
た
ち
が
、
実
は
さ
ま
ざ
ま
な
鳴

き
声
を
使
い
分
け
会
話
し
て
い
る
こ
と

を
発
見
し
て
こ
ら
れ
た
経
緯
を
語
っ
た

後
、
森
原
デ
ザ
イ
ン
学
部
長
と
の
対
談

で
は
「
科
学
と
芸
術
の
共
通
項
は
着
眼

点（
も
の
ご
と
の
見
方
）で
あ
る
」
と

結
び
ま
し
た
。

アセンブリーアワー講演会にはアーティストや動物行動学者が登壇

　
2
0
0
6
年
の
開
館
以
来
、
読
む
だ

け
で
は
な
い
マ
ン
ガ
の
楽
し
み
方
を
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
来
館
者
に
伝
え
て
き
た

京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。
そ

の
試
み
の
一
つ
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

あ
り
ま
す
。

　
3
月
18
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
「
あ
つ

ま
れ
！ 

マ
ン
ガ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
博
」

で
は
、
絵
本
ク
リ
エ
イ
タ
ー
・
t
w
o

t
w
o
t
w
o（
に
に
に
）の
考
え
た
物

語
の
世
界
観
の
も
と
、
ミ
ニ
絵
本
づ
く

り
や
収
蔵
庫
探
検
ツ
ア
ー
な
ど
、
多
彩

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
国
際
マ
ン
ガ

研
究
セ
ン
タ
ー
の
イ
ト
ウ
ユ
ウ
を
は
じ

め
、
本
学
マ
ン
ガ
学
部
教
員
吉
村
和

真
、
小
川
剛
、
ユ
ー
ス
ギ
ョ
ン
や
、
マ

ン
ガ
学
部
の
学
生
な
ど
多
数
が
講
師
と

し
て
参
加
。
子
ど
も
た
ち
に
マ
ン
ガ
や

京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
魅

力
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
1
月
5
日
よ
り
、
授
乳
や
お
む

つ
替
え
、
離
乳
食
な
ど
の
ベ
ビ
ー
ケ
ア

に
対
応
し
た
完
全
個
室
の
m
a
m
a
r

o（
マ
マ
ロ
）を
館
内
3
階
に
設
置
し
て

い
ま
す
。
お
子
さ
ま
連
れ
の
方
は
ど
な

た
で
も
利
用
が
可
能
で
、
よ
り
多
く
の

方
に
気
兼
ね
な
く
マ
ン
ガ
を
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
5
月
12
日
に
は
来
場
者
が
4
0
0
万

人
に
到
達
。
記
念
式
典
で
は
、
京
都
市

長
の
門
川
大
作
や
本
学
理
事
長
の
石
田

涼
か
ら
、
4
0
0
万
人
目
と
な
っ
た
来

場
者
に
荒
俣
宏
館
長
直
筆
の
色
紙
や
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
マ
ミ
ュ
ー
」

の
グ
ッ
ズ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

来場者400万人に到達した京都国際マンガミュージアムでのWS企画

イベントレポート

「SEIKA AWARD 2023 入選作品展」
2023年3月16日(木)～3月22日(水)　
京都精華大学ギャラリーTerra-S

大学主催

©twotwotwo

「コミュニケーションの進化
̶自由・差別・人権」
2022年12月16日（金）　
山極壽一×ウスビ・サコ
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　2022年度の事業活動収入は前年度から5億円増加し、71億5千万円でした。このうち学生納付金は80.9％を占めています。
　事業活動支出（人件費・経費等）は63億3千万円で、当年度の基本金組入前収支差額は8億3千万円の収入超過となりました。また、基本財
産取得に関わる金額を示す基本金組入額は4億2千万円となりました。当年度には、新校舎「明窓館」に備える大ホールやカフェスペースの運用
開始に向けた工事関連ほか、学内各所のトイレリニューアルにかかる費用等を施設関係支出として支払いました。また、ネットワーク機器の更新
や経常的な備品の更新等にかかる費用を設備関係支出として支払いました。これら施設関係支出や設備関係支出等を第1号基本金として組み
入れています。なお、基本金組入後の翌年度繰越収支差額は支出超過額が51億5千万円に減少しました。
　支払資金（現金・預金）は前年度から6億5千万円増加し、46億4千万円となりました。本学の資産全体としては4億5千万円の増加です。
一方、借入金の返済等により、負債は3億7千万円減少しました。これらにより、純資産は8億3千万円の増加です。
　以上の結果、純資産構成比率は1.5ポイント上昇し、84.1％となりました。

2022年度決算について

　2023年度には、通常の経常支出予算に加え、最先端の機材を利用・共有できるICTサポートセンターの拡充や就職・キャリア支援のための新た
なスペース「キャリアパーク」の整備にかかる費用等を予算化し、資金収支予算、事業活動収支予算の各費目に計上しました。その他、2024年度を
到達点としたビジョン「2024SEIKA」の達成に向け、重点施策に関わる教育研究活動・学生支援活動やキャンパス整備のための予算等を特別事
業計画予算として編成しました。一方、収入予算については学生数の増加により、学生生徒等納付金収入が前年度決算から比べて1億2千万円の
増収となることを見込んでいます。単年度の事業活動収支は基本財産取得に関わる基本金組入等を含めると3億2千万円の支出超過となりますが、
基本金組入前の収支は収入超過を維持します。

2023年度予算について

決算および予算について
学校法人京都精華大学の2022年度決算および、
2023年度予算についてご報告いたします。

 3,760,006,710
 2,376,555,000
 1,383,451,710
 1,224,734,488
 244,458,000
 148,056,225
 649,747,222
 182,473,041

 4,984,741,198
 31,474,752,797
 30,892,752,797
150,000,000
 432,000,000

△ 5,145,730,332
△ 5,145,730,332
26,329,022,465
 31,313,763,663

 3,999,230,184
 2,621,013,000
 1,378,217,184
 1,359,184,059
 244,458,000
 214,811,521
 719,871,220
 180,043,318

 5,358,414,243
 31,056,143,901
 30,482,143,901
150,000,000
 424,000,000

△ 5,552,383,807
△ 5,552,383,807
25,503,760,094
 30,862,174,337

△ 239,223,474
△ 244,458,000

5,234,526
△ 134,449,571

0
△ 66,755,296
△ 70,123,998
2,429,723

△ 373,673,045
418,608,896
410,608,896

0
8,000,000

406,653,475
406,653,475
825,262,371
451,589,326

固定負債
　長期借入金
　退職給与引当金
流動負債
　短期借入金
　未払金
　前受金
　預り金
負債の部合計
基本金
　第１号基本金
　第３号基本金
　第４号基本金
繰越収支差額
　翌年度繰越収支差額
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

負
債
の
部

純
資
産
の
部

（単位：円）
本年度末 前年度末 増　　減科　　目

 26,406,974,297
 18,478,380,413
 4,214,991,704
 12,004,616,303
 126,114,047
 909,398,115
 50,195,071

 1,171,593,149
 472,024

 1,000,000
 7,773,297,253
 150,000,000

 1,365,104,116
 6,258,193,137
 155,296,631
 3,633,424
 13,214,634
 133,692,363
 4,756,210

 4,906,789,366
 4,636,036,286
 177,648,173
 11,255,312
 28,991,870
 15,034,847
 36,996,517
 826,361

 31,313,763,663

 26,546,774,633
 18,589,602,094
 4,214,991,704
 12,143,164,226
 107,934,852
 815,632,808
 34,089,253

 1,172,427,748
 381,503

 100,980,000
 7,782,522,253
 150,000,000

 1,365,727,116
 6,266,795,137
 174,650,286
 3,633,424
 19,955,210
 146,305,442
 4,756,210

 4,315,399,704
 3,987,477,954
 238,655,713
 18,674,281
 28,156,870
 11,222,412
 30,730,853
 481,621

 30,862,174,337

△ 139,800,336
△ 111,221,681

0
△ 138,547,923
18,179,195
93,765,307
16,105,818
△ 834,599
90,521

△ 99,980,000
△ 9,225,000

0
△ 623,000

△ 8,602,000
△ 19,353,655

0
△ 6,740,576
△ 12,613,079

0
591,389,662
648,558,332
△ 61,007,540
△ 7,418,969

835,000
3,812,435
6,265,664
344,740

451,589,326

固定資産  
　有形固定資産 
　　土地
　　建物
　　構築物
　　教育研究用機器備品
　　管理用機器備品
　　図書
　　車両
　　建設仮勘定
　特定資産 
　　第３号基本金引当特定資産
　　退職給与引当特定資産
　　減価償却引当特定資産
　その他の固定資産
　　電話加入権
　　ソフトウェア
　　長期貸付金
　　保証金
流動資産
　現金預金
　未収入金
　貯蔵品
　短期貸付金
　立替金
　前払金
　預ケ金
資産の部合計

資
産
の
部

貸借対照表 （単位：円）
本年度末 前年度末 増　　減科　　目

事業活動収入計
事業活動支出計

（参考）
7,150,509,352
6,325,246,981

基本金組入前当年度収支差額 
基本金組入額合計
当年度収支差額
前年度繰越収支差額
翌年度繰越収支差額

5,784,008,950
77,053,975
22,343,690
746,357,033
741,356,200
5,000,833

249,695,966
170,891,582

7,050,351,196
3,363,743,140
2,335,479,705
585,159,204

0
6,284,382,049
765,969,147
74,016,484

0
74,016,484
22,590,621

0
22,590,621
51,425,863
817,395,010

0
26,141,672
26,141,672
16,923,852
1,350,459
18,274,311
7,867,361

825,262,371
△ 418,608,896
406,653,475

△ 5,552,383,807
△ 5,145,730,332

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
経常費等補助金
　国庫補助金
　地方公共団体補助金
付随事業収入
雑収入
教育活動収入計
人件費 
教育研究経費 
管理経費 
徴収不能額等 
教育活動支出計 
教育活動収支差額
受取利息・配当金
その他の教育活動外収入
教育活動外収入計
借入金等利息
その他の教育活動外支出
教育活動外支出計
教育活動外収支差額
経常収支差額
資産売却差額
その他の特別収入
特別収入計
資産処分差額
その他の特別支出
特別支出計
特別収支差額

特
別
収
支

教
育
活
動
外
収
支

教
育
活
動
収
支

事業活動
収入の部

事業活動
収入の部

事業活動
収入の部

事業活動収支計算書 （単位：円）
金　　額科　　目

事業活動
支出の部

事業活動
支出の部

事業活動
支出の部

 5,784,008,950
 77,053,975
 28,791,422
 759,828,033
 754,827,200
 5,000,833
 162,439

 249,695,966
 74,016,484
 171,361,532

 0
 649,747,222

 1,160,615,015
△ 897,450,893
 3,987,477,954
 12,045,308,099
 3,358,508,614
 1,773,833,224
 548,481,942
 22,590,621
 244,458,000
 253,079,807
 232,474,714
 890,965,000
247,287,217

△ 162,407,326
 4,636,036,286
 12,045,308,099

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
　国庫補助金収入
　地方公共団体補助金収入
資産売却収入
付随事業･収益事業収入
受取利息･配当金収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計
人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
資金支出調整勘定
翌年度繰越支払資金
支出の部合計

収
入
の
部

支
出
の
部

資金収支計算書 （単位：円）
金　　額科　　目

 5,902,059,000
 76,320,000
 40,000,000
 797,309,000
  283,597,000
 77,344,000
 154,749,000

 0
 632,372,000

 1,592,379,673
△ 749,747,222
 4,636,036,286
 13,442,418,737
 3,578,390,000
 1,999,466,000
 600,490,000
19,594,000
 244,458,000
 193,864,000
277,202,000

 1,400,000,000
 164,548,941

 0
△ 115,000,000
 5,079,405,796
 13,442,418,737

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
付随事業・収益事業収入
受取利息・配当金収入
雑収入
借入金収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計
人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
（予備費）
資金支出調整勘定
翌年度繰越支払資金
支出の部合計 

収
入
の
部

支
出
の
部

資金収支予算書 （単位：円）
金　　額科　　目

事業活動収入計
事業活動支出計

（参考）
7,334,884,000
6,861,274,000

（予備費）
基本金組入前当年度収支差額
基本金組入額合計
当年度収支差額
前年度繰越収支差額
翌年度繰越収支差額

5,902,059,000
76,320,000
28,000,000
797,309,000
283,597,000
154,749,000

7,242,034,000
3,591,300,000
2,602,451,000
633,399,000

6,827,150,000
414,884,000
77,344,000
77,344,000
19,594,000
19,594,000
57,750,000
472,634,000

506,000
15,000,000
15,506,000
14,530,000
14,530,000
976,000

0
473,610,000

△ 790,524,000
△ 316,914,000

△ 5,145,730,332
△ 5,462,644,332

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
経常費等補助金
付随事業収入
雑収入
教育活動収入計
人件費
教育研究経費
管理経費
教育活動支出計
教育活動収支差額
受取利息・配当金
教育活動外収入計
借入金等利息
教育活動外支出計
教育活動外収支差額
経常収支差額
資産売却差額
その他の特別収入
特別収入計
資産処分差額
特別支出計
特別収支差額

特
別
収
支

教
育
活
動
外
収
支

教
育
活
動
収
支

事業活動
収入の部

事業活動
収入の部

事業活動
収入の部

事業活動収支予算書 （単位：円）
金　　額科　　目

事業活動
支出の部

事業活動
支出の部

事業活動
支出の部
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総勢800点を超える学生作品を展示
「京都精華大学展2023―卒業・修了発表展―」

「サイコウ！」をテーマに
「木野祭2022」がハイブリッド形式で開催

京都精華大学の名誉を高め、本学の活性化につながる功
績を修めた本学の関係者を毎年表彰しています。厳正な選
考の結果、2022年度は以下2名と1組に賞が贈られ、3月
に受賞式も開催されました。みなさんの今後ますますのご活
躍を心より応援しています。

【学長賞】
生駒泰充（芸術学部洋画専攻 教員）

【学長特別賞】
カートゥーン似顔絵チーム（教員・学生によるグループ）

【卒業生功労賞】
澤田 華（芸術研究科博士前期課程 修了）

今年も2月15日～19日に、京都精華大学のキャンパスを
会場として卒業・修了発表展が無事開催できました。本展
では、800名以上の学生たちの卒業作品や研究論文を、約
20万㎡の広いキャンパス全体を使って展示。学内ギャラリー
だけでなく、学生たちが4年間使用してきた教室や屋外広場、
体育館、校舎の外壁など、スペースの特性を生かして幅広い
ジャンルの作品が展開されました。なかには、10メートルを
超える大型作品や空間を埋めつくすような作品など、自由
な発想の数々が来場者を驚かせていました。本学の多様な
分野で培った専門技術や知識、表現力の集大成を多くの方
にご覧いただくことができました。

News

02
News

04

2022年12月2日に、マサイ長老としてケニアに暮らすエマ
ニュエル・マンクラ氏をゲスト講師に迎えた講演会「マサイ
長老と『リーダーシップ』について考える」を開催しました。
講演はオンラインで行われ、マサイが大事にしている価値観
や伝統、持続可能な地域づくりに必要なリーダーシップにつ
いてご紹介いただきました。マンクラ氏はケニアの南部にあ
るカジアト県エセノルア村生まれ。14歳で戦士となり、現在
は長老として若者の育成や課題を抱える女性の支援を推
進しているほか、世界各地からさまざまなリーダーを村に招
待し、マサイについての発信も行っています。講演は一般の
方にも公開され、遠く離れたマサイの暮らしや文化に直接触
れられる貴重な機会となりました。

2月10日、11日に創立以来初となる、対面とオンラインを
併用した学園祭を開催しました。作品やライブ会場の様子
をオンラインでも配信し、遠方にお住まいの方でも楽しんで
いただくことができました。また、広いキャンパスのいたると
ころで鑑賞できる展覧会や物販、劇場ステージやキャラクター
コンテストなど、さまざまなプログラムで学園祭を盛り上げま
した。ギャラリーTerra-Sでは「作品展示会」を開催。テーマ
となる「サイコウ！」に沿って、さまざまな価値観から表現され
た映像、立体、絵画、マンガなどの多彩なジャンルの作品が
会場のギャラリーおよび、オンラインにて展示されました。
2023年度は11月にキャンパスにて開催予定です。

京都精華大学学長表彰
2022年度の受賞者が決定

News

01
News

03

キャラクターデザインコースの学生が
国際学生オンラインゲームでグランプリを受賞

Student

06

海外長期フィールドワークで
国際文化学部生ら40名が無事渡航

Student

05

2022年12月2日～4日に開催された「Belgium×Japan
ゲームジャム2022」にて、参加したマンガ学部の学生らが
グランプリをはじめ、多数の賞を受賞しました。ゲームジャム
とは、経歴もスキルも多様な参加者が一堂に会し、短期間で
テーマに即したビデオゲームを開発し公開するイベントです。
ハイブリッド形式で開催された今回は、ベルギーと日本の両
国あわせて約200名の学生が参加し、合同チームを結成。
「バランス」をテーマに、アイデアを出し合ってゲームを制作
しました。グランプリを受賞した、キャラクターデザインコース
のリュウ・ゾンハオさんと杉本紗弥さんは、後日ベルギーに
招待され、現地の学生との交流などが行われました。

グローバルスタディーズ学科から32名、人文学科から1名、
人間環境デザインプログラムから7名が海外長期フィールド
ワークに出発しました。渡航先はアメリカ、カナダ、韓国、スペ
イン、セネガル、タイ、台湾、トルコ、ニュージーランド、フィリ
ピン、フランスとさまざま。期間は地域により異なり、1月から
6月にかけて出国、5月から9月にかけて順次、帰国してい
ます。
人文学部の設立当初から行われてきた海外長期フィールド
ワーク。名称や形態など異なる部分もありますが、学生たち
が価値観を変える得難い経験をし、新たな自分を発見して
戻ってくるというプログラムの根幹は変わりません。今年も
多くの学生たちが、大きな変化を見せてくれるでしょう。

トピックス

ダイバーシティ推進センターが
マサイ長老を講師に迎え講演会を開催

●「合同陶芸展」
　2023年8月25日（金）～9月2日（土）

●「You Are Invited」
　2023年9月7日（木）～9月15日（金）

●プロジェクトSaShiMi 「海闊天空」
　2023年9月23日（土）～9月29日（金）

●ハリヤ個展 「engiin neg odor」
　2023年9月23日（土）～9月29日（金）

●京都精華大学55周年記念展
　「FATHOM-塩田千春、金沢寿美、ソー・ソウエン」
　2023年11月17日（金）～12月28日（木）
〔休場〕 日曜日・祝日（展示よって異なる）
〔時間〕 11：00～18：00
〔問い合わせ先〕
京都精華大学ギャラリーTerra-S（明窓館3F）
☎075-702-5263

京都精華大学ギャラリーTerra-S　※入場無料

●村上もとか展
　「JIN－仁－」、「龍－RON－」、僕は時代と人を描いてきた。
　2023年6月17日（土）～10月3日（火）

●村上もとか講演会とサイン会
　「フィクションの中の現実性」
　2023年9月16日（土）　13：00～14：30
〔休館〕 Webサイトをご確認ください。
〔時間〕 10：30～17：30（最終入館／17：00）
〔問い合わせ先〕
京都国際マンガミュージアム
☎075-254-7414

京都国際マンガミュージアム

活躍する在学生、卒業生の
情報を募集しています。

●京都精華大学 ウェブサイト
　https://www.kyoto-seika.ac.jp

●広報グループ
　kouhou@kyoto-seika.ac.jp

イベント情報 2023年7月時点

サテライトスペースkara-S
●ショップ
●ギャラリー
在学生、卒業生の作品が並びます。

その他公開講座
●アセンブリーアワー講演会
●公開講座ガーデン
　など

情報をお持ちの方は、広報グループまでお知らせください。
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目を閉じるとあらゆるイロとカタチが踊り出す─｠
描きたいという衝動に掻き立てられて、複雑だ
が純粋で美しいと思える世界が生まれてきます。
私はそれを“うちゅう”と呼んでいて、それには
生命や感情や物質などこの世を創り出すもの
すべての作用が含まれます。

国際文化学部
人文学科
グローバルスタディーズ学科

メディア表現学部
メディア表現学科

芸術学部
造形学科

デザイン学部
イラスト学科
ビジュアルデザイン学科
プロダクトデザイン学科
建築学科

マンガ学部
マンガ学科
アニメーション学科

人間環境デザインプログラム

人文学部
総合人文学科

ポピュラーカルチャー学部
ポピュラーカルチャー学科

大学院
芸術研究科
デザイン研究科
マンガ研究科
人文学研究科

京都精華大学～ご支援くださる皆様へ～
（ご寄付のお願い）

本学で学ぶ多くの学生の生活支援、本学のさらなる教育・研究活動の充実のため、
温かいご支援・ご協力を心よりお願い申し上げます。

●寄付募集Webサイト
　https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/donate/
クレジットカード決済、コンビニ決済、インターネットバンキング決済など、ご希望の
方法でご寄付いただけます。2022年4月から、自動で継続的なご寄付ができる
「継続寄付」の仕組みも新たに導入しています。

●京都市ふるさと納税寄付金
　https://www.city.kyoto.lg.jp/gyozai/page/0000186773.html
本学は、地域と連携した社会貢献活動に積極的に取り組んでいます。ふるさと納税の使い道で、
「『大学のまち京都・学生のまち京都』の推進～市内大学と協働！学生さんの挑戦を応援！～」をお選
びいただき、「京都精華大学と協働！」を指定いただきますと、ふるさと納税の寄付金の一部が本学の
社会貢献活動の費用に充てられます。新しい寄付の形として、ぜひご利用ください。

●リサイクル募金（旧称：古本募金）Webサイト
　https://lp.kishapon.com/seika/
読み終えられた本やDVDに加え、貴金属、ブランド品、切手、年賀状、商品券などをご提供ください。
その査定換金額を京都精華大学に寄付いただく取り組みとなります。

2022年度は、法人・個人あわせて34,426,168円のご寄付をいただきました。また、リサイクル募金
は、115,054円分のご寄付となりました。ありがとうございました。2023年度も、本学のめざす
「表現で世界を変える」教育・研究活動のために、ぜひみなさまにお力添えいただければ幸甚です。
ご支援・ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

お問い合わせ
京都精華大学 経営企画グループ 寄付募集担当
E-mail：donation@kyoto-seika.ac.jp
TEL 075-702-5201　　FAX 075-702-5391

『木野通信』送付先ご住所等の変更を希望される方は、
木野会ホームページまたはFAXで変更事項をご連絡ください。

学校法人京都精華大学 経営企画グループ 木野会事務局
https://seikajin.com
FAX 075-702-5391

表紙の作品
『the circle of_』 2022年度 卒業制作
的野 哲子さん　芸術学部 テキスタイル専攻
素　材：帆布、アクリル絵の具、顔料、
　　　　シルクスクリーンメディウム
サイズ：H2,700mm×W5,300mm




